巴 里 素描 



1 干 田國士 



ヴ オル テ エル 河岸 

霧雨。 II 外套の 襟 を 立てる。 

いくら これ？ 

—— ラ • ハル プの 文学史 …… 六十 法。 

—— さよなら。 

小 蒸気の 笛。 

—— 危ない、 滑ります よ、 奥さん。 



サン . ミシ ェ ル街 



新調の ズ ボンが 短 か 過 ぎ る 。 

(また、 一 人で 飯 を 食 ふの か) 

—— おい、 どうした。 

うるさ い。 

マロニエ の 若葉の 匂 ひ。 

ル ュ クサ ンブ ウル 公園 

朝から 噴水 を 見て ゐる。 



玩具の ョ ットが 波 を 切る。 

母親の 若い 日傘が 眩しい。 

(昨日の 希望 …… 明日の 憶 ひ 出 …… ) 

(あいつの 瘠せ 方 はどう だ) 

(畜生！ 新聞の 盗み読み を しゃがる) 

さあ、 いらっしゃい、 いらっしゃい。 お 子供 衆のお 

慰み …… ポリシ ネルの 大 活躍 …… 。 木戸 はたった 十 銭 



モンパルナスの 基地 



—— 黙って るね。 

さう でもな い。 

—— 何が 可笑し いんだ。 

—— 可笑しい もんか。 

ポオ ドレ エルの 死 像の 前 —— 

* (人、 象徴の 森 を 経て、 こゝを 過ぎ行き 

落葉、 落葉、 落葉 …… 。 

コ ン コ ルドの. E 場 



. 突っ切ら うか ？ よさう 



シャン • ゼ リゼ ェ 街 

(われ をして 百万長者たら しめよ) 

シ トロ ェ ン よりも 古風な 幌馬車 

君 は 女王 —— われ は 御者 

日の 暮れぬ 間に 

プゥ ロォニ ュ まで 一 と 走り。 



秋 は 処女と I 

夏 は 職業婦人と I - 

冬 は どんな 女と でもよ し。 

凱旋門 —— (星の 広場) 

強盗 殺人 誘拐犯 ナポ レオン！ 

扨て、 ヴィク トオル • ュゴォ 街に 出る に はと 

o 

牝牛 (巡査) は 何処に ゐる？ 



グ ラン • ブ ウル ヴァ— ル 

国際的 情慾が 服 を 光らす キヤ フエ -ド. パリの テラ 

ス。 

一 週間 滞在の 旅客が 宝 石屋の 飾 窓に しがみつく。 

それが 若し 東洋の 紳士なら、 英語で 「面白い もの を 

見せて やる から …… 」 と 云って 見 給へ。 



ル だけにつ いて 話す こと を 許される。 

一年間、 毎月 二度つ >、 足 を 運んだ もの は、 もう 一 

年かゝ つて、 始めから 見直す 必要が ある だら う。 

わたし は、 宝石 を 鏤めた ルイ 十四 世の 王冠の 前で、 

ラシィ ヌの詩 を 想った。 



バス チイ ュ 牢獄の 跡 

こら、 こら、 そんな 処に 寝と つち やい かん 



ノオト ル • ダム 寺院 

よく 見る 絵 だ。 

鐘の音なら 詩人の 屋根裏で 聴け。 

ュゴ ォはブ ウル ジ ュ ヮだ。 

怪物が 水 を 飲みたがって ゐる (同じ 夢 を 二人が 見な 

いと は 限らない) 



セ ェ ヌ河 



釣リ をす る 男 

それ を 見て ゐる男 

サン • クル ゥの 森が 霞の 中に 浮んで ゐる 

それから 煙突 …… 

—— 静か だな あ！ 



エッフェル塔 

何 か を 下へ 投げて 見たい I 

例へば 指環の やうな もの を 



ジェ ルミ ニイ、 そ こぢや 見える よ。 

月が 出た のかい？ 

本文 中 * 印の 句 は 鈴 木 信 太郎訳 ポオ 

ル 「交感」 による 
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